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●建設業に働くみなさんの仕事とくらしを応援します
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2026年（令和８年）

第891号
４
月

下記日程は休館となります。ご了承ください。

４月28日（火）終日　書記局会議

５月１日（金）終日

第97回メーデー

土・日・祝日も休館

杉並支部
LINE公式
登録してね

支部会館休館のお知らせ

支部の
ホームページは
こちら

検索東京土建杉並支部

https://www.doken-suginami.org/shibu/index.html

▼
テ
レ
ビ
の
放
送
を
見

な
く
な
っ
て
久
し
い
。
自

宅
に
テ
レ
ビ
は
あ
る
も
の

の
、
主
に
好
き
な
時
間
に

選
ん
で
視
聴
で
き
る
サ

ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
サ
ー

ビ
ス
の
モ
ニ
タ
ー
と
し
て

利
用
し
て
い
る
に
と
ど
ま

る
。
A
I
技
術
の
発
展
に

よ
り
、
情
報
の
生
成
や
拡

散
は
飛
躍
的
に
効
率
化

し
た
一
方
で
、
フ
ェ
イ
ク

ニ
ュ
ー
ス
の
問
題
が
深
刻

化
し
て
い
る
。
精
巧
な
文

章
や
画
像
、
動
画
が
容
易

に
作
成
さ
れ
、
真
偽
の
判

別
は
困
難
に
な
っ
て
い
る
。

▼
S
N
S
に
よ
る
情
報

拡
散
は
速
く
、
誤
情
報

の
訂
正
は
容
易
で
は
な

い
。
こ
こ
ま
で
の
文
章

も
実
は
A
I
が
作
成
し

た
。
A
I
と
共
存
し
て

い
く
こ
の
時
代
、
な
お

の
こ
と
人
と

人
と
の
つ
な

が
り
の
重
要

性
も
改
め
て

認
識
さ
れ
る
。

人
と
の
つ
な

が
り
の
重
要

性
は
、
組
合

活
動
で
改
め

て
実
感
し
て

い
る
。

AI共存時代の人とのつながり

（河原井 優樹　常任執行委員）

③ 第２次：４月22日・23日
● 役員学習会：４月27日
④ 第３次：４月27日・28日
⑤ 第４次：５月13日・14日
⑥ 第５次：５月20日・21日
⑦ 第６次：５月27日・28日
※４月27日は支部会館へ

　春の拡大月間がスタートしています。行動日には、組織強
化と後継者発掘を目的として「区内65歳以下組合員訪問」
をおこないます。「LINE公式登録キャンペーン」を活用し、
「緊急仕事とくらしのアンケート」を集約します。仲間の力
を結集し、春の拡大月間を成功させましょう。

仲間の力結集し月間の成功を

春
の
拡
大
月
間
行
動
日

フ
ォ
ー
ム
」
を
新
設
し
た
。

②
が
け
・
擁
壁
工
事
助
成
制

度
を
創
設
し
て
ほ
し
い

❷
回
答
＝
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制

度
の
助
成
制
度
は
令
和
7

年
12
月
よ
り
、
が
け
・
擁

壁
工
事
代
金
の
助
成
制
度

は
令
和
8
年
4
月
よ
り
開

始
し
て
い
る
。

③
4
年
前
に
法
改
正
が
あ
り
、

ア
ス
ベ
ス
ト
解
体
工
事
に

事
前
調
査
が
義
務
付
け

ら
れ
た
。
調
査
に
対
す
る

助
成
制
度
は
あ
る
が
、
解

体
工
事
に
は
な
い
。
都
内

で
は
13
区
が
助
成
し
て
い

る
の
で
検
討
し
て
ほ
し
い
。

❸
回
答
＝
解
体
工
事
そ
の
も

の
に
助
成
し
て
い
る
区
が

半
分
あ
る
こ
と
は
、
承
知

し
て
い
る
。
ま
ず
は
、
調

査
費
助
成
に
つ
い
て
浸
透

さ
せ
て
い
き
た
い
。

④
現
在
、
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
を
利
用
で
き
る
の

は
、
高
齢
者
・
要
介
護
者

と
な
っ
て
い
る
。
若
い
世

帯
が
利
用
で
き
る
、
よ
り

幅
広
い
人
を
対
象
に
し
た

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
に

し
て
ほ
し
い
。

　

世
田
谷
区
や
品
川
区
で
は

区
内
に
住
宅
を
持
ち
た
い

人
向
け
の
家
賃
・
住
宅
補

助
制
度
を
創
設
し
て
い
る
。

ま
た
、
工
事
に
つ
い
て
は
、

区
内
事
業
者
限
定
を
加

え
て
ほ
し
い
。

❹
回
答
＝
他
区
の
状
況
を
み

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
。
課
題
は
住
宅
価
格
の

高
騰
。
今
住
ん
で
い
る
場

所
に
住
む
こ
と
が
で
き
な

い
単
身
者
や
、
高
齢
者
か

ら
の
相
談
が
多
い
。
国
に

は
「
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

制
度
」が
あ
り
、こ
れ
を
使

う
と
東
京
都
の
リ
フ
ォ
ー

ム
改
修
制
度
を
利
用
で
き

る
。こ
の
こ
と
は
区
内
の
大

家
さ
ん
に
ア
ピ
ー
ル
で
き

る
の
で
、
今
あ
る
制
度
を

整
理
し
て
い
き
た
い
。

⑤
火
災
警
報
器
の
交
換
業
務

委
託
を
10
年
前
に
お
こ

な
っ
た
。
機
器
や
電
池
の

寿
命
は
10
年
で
あ
る
た
め
、

改
め
て
業
務
委
託
を
締

結
し
て
ほ
し
い
。

❺
回
答
＝
10
年
前
、
区
役
所

内
の
所
管
は
保
健
福
祉
課

だ
っ
た
が
、
現
在
の
所
管

は
な
い
。
防
災
課
と
問
題

を
共
有
し
た
の
で
、
考
え

て
い
き
た
い
。

⑥
杉
並
区
産
業
振
興
基
本
条

例
に
建
築
分
野
を
追
記

し
て
ほ
し
い
。
す
べ
て
の

産
業
の
基
盤
は
建
設
産
業
。

ぜ
ひ
検
討
を
。

❻
回
答
＝
条
例
の
中
に
「
商

業
、
工
業
、
農
業
」
と
あ

り
、
工
業
の
中
に
建
築
・

建
設
を
含
む
。
今
の
と
こ

ろ
は
考
え
て
い
な
い
。

西
荻
分
会
新
セ
ン
タ
ー
開
設

　JR西荻窪駅南口にあった分会センターが、老
朽化により取り壊す事が決定、仲間からの紹介で
神明通り沿いに破格の賃料で新分会センターを
借りることができました。みなさんお気軽にお立
ち寄り下さい。

　

毎
年
こ
の
時
期
に
お
こ
な
っ
て
い
る
区
長
懇
談
を
杉
並
建
築
協
議
会
（
東
京
土
建
・
建
設
ユ
ニ
オ

ン
・
杉
並
建
設
）
で
お
こ
な
い
ま
し
た
（
3
月
27
日
・
全
体
15
人
、
杉
並
7
人
）
。
事
前
に
要
望
項
目

を
杉
並
区
に
提
示
、
当
日
回
答
を
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
（
文
責
・
双
木
）
。

　

す
べ
て
の
産
業
の
基
盤
は

建
設
業
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

杉
並
区
に
は
産
業
振
興
基
本

条
例
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

条
文
に
建
設
産
業
の
文
字
は

あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
今

回
の
要
望
に
対
し
て
杉
並
区

が
回
答
し
た
の
は
以
下
の
6

項
目
に
な
り
ま
す
。

①
杉
並
区
で
公
契
約
条
例

が
制
定
さ
れ
て
5
年
が

経
過
し
て
い
る
。
し
か
し
、

報
酬
下
限
額
に
届
か
な
い

賃
金
で
働
い
て
い
る
建
設

従
事
者
は
多
い
。
カ
ー
ド

や
ポ
ス
タ
ー
で
周
知
し
て

い
る
事
は
承
知
し
て
い
る

が
、
新
規
入
場
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
な
ど
で
さ
ら
に
広

め
て
ほ
し
い
。

❶
回
答
＝
カ
ー
ド
や
ポ
ス

タ
ー
で
啓
蒙
し
て
い
る
。

令
和
8
年
度
は
杉
並
区

H
P
に
下
限
額
は
い
く

ら
な
の
か
わ
か
る
「
相
談

３
・
27
区
長
懇
談

建設業を産業振興基本条例へ建設業を産業振興基本条例へ建設業を産業振興基本条例へ

区長懇談に参加した杉並建築協議会のメンバー

春の拡大月間

気軽に立ち寄って気軽に立ち寄って

新分会長の小又さん（右から２番目）と西荻分会の仲間

気軽に立ち寄って

杉並区
西荻南4-2-3
西荻ビル１階
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災
害
と

防
災

防
災
士
が
語
る

青
木
隆
之
防
災
士

防
災
士
模
擬
試
験
で
防
災
に
つ
い
て
学
ぼ
う

34

 下の「自然災害における被害」に関連する記述の中で、正しいものはどれか
❶兵庫県南部地震（1995年）はまさに都市の複合的な災害となったが、死者の８割以上が木造住
宅などの延焼火災による焼死や一酸化炭素中毒死であった。
❷大阪北部の地震（2018年）では、大阪市東淀川区で街路のブロック塀が倒れ、死者が出た。また、
高槻市内の小学校のプール沿いのブロック塀が倒壊し、小学生の女の子が死亡した。
❸東日本大震災では、東京湾の沿岸部を中心に大規模な液状化が発生したが、内陸部では液状化
による被害はなかった。

 「西日本豪雨」に関連する次の記述のうち、正しいものはどれか
❶岡山県倉敷市真備町では、小田川で合流先の高梁川の水位が上昇したため、水が堰き止められ
て逆流する「バックウォーター現象」が発生したとされている。
❷マサ土は、一気に土石流とはなりにくく、流れを堰き止めるという特徴がある。
❸沢筋や山の斜面に点々と残されていた多数のコアストーンが、土石流に乗って海岸に運ばれ、復
旧作業に役立ったといわれている。

  「2019年台風15号」に関連する記述のうち、正しいものはどれか
❶上陸時の中心気圧は960hPa、最大風速35.9ｍを記録し、関東地方としては過去最強クラスの
台風となった。
❷強風のため、市原市ではゴルフ場の鉄塔が倒れたが、近隣への被害は発生しなかった。
❸記録的な強風であったが、停電などの被害はなかった。

　今回は趣向を変えて、実際の防災士試験で使用されている模擬試験をもとに、災害について
学んでいきたいと思います。設問は3問です。解答は本号4面に掲載しています（解説次号。また
は支部担当・双木まで）

問１

問２

問３

８分会が
いっせいに開催

3.29 分会総会
　３月29日に８分会がいっせいに分会総会を開
催しました（全体369人）。分会総会は、各分
会の１年間の活動を振り返り、今年度の活動方
針提案、役員選出、決算報告と予算案提案をお
こなう大事な集まりです。各分会とも参加特典
や健康教室をおこなうなど、参加者を増やすべ
く工夫がみられました。最後に今年度の資格確
認書（資格情報のお知らせ）を配布しました。

　井草地域区民センターにて開催し
ました。冒頭に健康教室DVD視聴、
次年度国保予算獲得のためのハガキ
要請行動の大切さについて、執行部
より訴えがありました。

　分会センターに隣接するコミュニ
ティふらっと成田にて開催しました。
冒頭健康教室DVDを視聴。篠新分会
長のもと、分会への結集を図ります。

　支部会館別館にて開催。小又新
分会長をはじめ、分会四役全員が
40代になり、分会の若返りが図ら
れました。

　支部会館本館3階にて開催しまし
た。冒頭「がんについて」のＤＶＤ
を視聴。参加者全員にクオカードを
配布しました。

　高井戸地域区民センターにて開催
しました。浅田新分会長のもと役員が
一新、人が集まる楽しい分会をめざし
ます。

　支部会館本館3階にて開催。冒頭健
康教室DVDを視聴。参加者全員に高
級レトルトカレー３種を配布し、大変
よろこばれました。

　支部会館本館3階にて開催しまし
た。参加者全員に新潟コシヒカリ２
キロをプレゼント。このご時世のた
め、喜びの声が聞こえてきました。

　永福和泉区民センターにて開催し
ました。参加者全員にクオカードを配
布、ハガキ要請行動の大切さについ
て、訴えがありました。

参加者 昨年参加者
井　荻 45人 43人
西　荻 44人 40人
富士見 26人 30人
阿佐谷 65人 67人
中　央 49人 41人
浜　福 26人 35人
高　和 39人 35人
泉　南 75人 67人

■携帯電話使用等（保持）
　自転車運転中にスマホなどを使用
　　̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 12,000円
■信号無視  ̶̶̶̶̶̶̶̶6,000円
■車道の右側通行 ̶ ̶̶̶̶̶6,000円
■通行区分違反
　逆走、歩道通行など ̶̶̶̶6,000円
■無灯火
　夜間にライトを点灯せず運転 ̶ 5,000円
■自転車制動装置不良
　ブレーキがきかないなど ̶̶5,000円
■一時不停止  ̶̶̶̶̶̶̶5,000円
■並進禁止違反
　２台以上で横並び走行 ̶̶̶3,000円
■二人乗り ̶̶̶̶̶̶̶̶̶3,000円

　自転車は「軽車両」のため原則車
道の左側通行です。標識「自転車歩
道通行可」など、歩道を通行できる
例外措置はあります。D-LIFE33号
12Pも参照下さい。

26年4月～

青切符制度

自転車取締り厳しく

主な自転車の違反行為と反則金

井荻分会 西荻分会

高和分会浜福分会

富士見分会

中央分会

阿佐谷分会

泉南分会

小又 真幸 新分会長

■
各
分
会
の
分
会
総
会
参
加
者
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■ 現場管理 ■
㈱弥彦工務店
代表　児玉　達朗
杉並区和田3-50-3

パークサイドテラスコダマ
℡090-2658-4844

■ 外構造園作業スタッフ ■
グリーンスペース計画㈱
代表　益田　陽介

杉並区下井草3-20-11-105
メゾンヴェルトⅢ
℡080-1074-4655

■ 電気工事士 ■
【社員】

リケンエナジー㈲
代表　縫村　俊祐
杉並区浜田山1-23-7
℡03-3290-0122

■ 配管工 ■
【社員】
斎喜工業㈱

代表　一刀　松二
杉並区大宮1-12-13 
℡03-5929-9170

■ 測量士・測量士補 ■
【社員・アルバイト】
リーベン開発設計㈱
代表　古地　孝博

杉並区阿佐谷南3-31-14
℡03-3392-4735

■ 塗装・防水・電気・営業 ■
【社員】
㈱しんせん

代表　小笠原　健悦
杉並区堀ノ内3-49-7
横尾ビル１F
℡03-3311-2196

■ 給排水 ■
【社員】

㈱なつ＆にゃお
代表　廣瀬　裕樹

杉並区下高井戸4-35-27
℡080-8824-1119

■ 外構・基礎 ■
【社員】
㈱山根ベース
代表　山根　真
杉並区宮前5-18-11
グリーンパレスA201
℡090-6100-8859

■ 造園工 ■
【社員】

㈱ネクストグリーン
代表　堀内　幸雄
杉並区堀ノ内2-7-7-101
℡03-6677-7168

掲載は無料です

どうぞご利用

ください

1
豪
雨
時
や
乗
馬
用
の
靴
で
す

2
焼
き
…
。
浅
草
…

3
落
語
の
八
つ
ぁ
ん
熊
さ
ん
た
ち
が
住
む
家

4
画
家
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
が
愛
し
た
太
平
洋
南
東
部
の
島

5
首
都
は
ハ
バ
ナ

8
革
が
化
け
る
と
？

9
黄
色
が
か
っ
て
い
る
こ
と

10
登
山
者
が
よ
く
叫
び
ま
す

12
2
年
前
に
発
行
さ
れ
た
5
千
円
札
の
肖
像
は
？

14
相
場
で
最
低
の
値
段

15
…
両
成
敗

16
韓
国
の
漬
物
と
い
え
ば
？

18
…
ナ
ゴ
の
く
ぎ
煮

19
…
は
藍
（
あ
い
）
よ
り
出
で
て
藍
よ
り
…
し

二重枠をつなぎ合わせると一つの言葉が完成します。解答が解った方は右記二次元
コードを読み込んで解答フォームに記入、送信ください。抽選で3名の方に図書カー
ド（500円）を贈呈。当選者は次号掲載します。1　…や月は東に、日は西に

4　代表的なカツオ料理
6　すし屋でのショウガ
7　学校の授業料や教科書代
9　クレーンゲームの代表格、
UFO…

11 川や湖の水があふれないよう
に築いた土手のこと

13 刀剣の柄（え）と刃（は）
14 運…。発…。放…。
15 誕生日にかかせない洋菓子
17 エノケン、由利徹の職業
20 イリオモテヤマ…
21 目鼻立ち。十人十色の…

クロスワードパズル ❼（2026年４月末締切）

タ
テ
の
カ
ギ

ヨコのカギ

クロスワード パズル❻
（2026年３月号掲載）

解　答
「ヤマワラウ（山笑う）」

●小林 俊司 さん（西　荻）

●丹羽 美緒 さん（阿佐谷）

●高野 晃次 さん（高　和）

当
選
者

ご応募
ありがとう
ございました

　

物
価
高
と
消
費
税
10
％
、

加
え
て
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

が
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
圧

迫
し
て
い
ま
す
。

　

世
界
で
は
１
１
６
の
国
・

地
域
で
日
本
の
消
費
税
に

あ
た
る
「
付
加
価
値
税
」

が
減
税
さ
れ
て
お
り
、
物

価
高
対
策
に
留
ま
ら
ず
、

個
人
消
費
が
活
性
化
し
、

経
済
に
好
循
環
を
も
た
ら

す
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

政
府
は
消
費
税
5
％
へ

の
減
税
と
、１
、０
０
０
万

円
未
満
の
免
税
業
者
も
課

税
業
者
と
な
っ
て
消
費
税

を
納
め
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
を
中
止
し
、
国
民
優
遇

の
税
制
へ
と
転
換
を
図
る

べ
き
で
す
。

　

３
・
13
重
税
反
対
全
国

統
一
行
動
は
１
９
７
０
年

に
は
じ
ま
り
、
今
年
で
57

回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
3

月
13
日
に
は
、
例
年
集
会

を
お
こ
な
っ
て
い
た
蚕
糸

の
森
公
園
が
使
用
で
き
な

い
た
め
、
支
部
会
館
に
て

集
会
を
開
催
。
集
会
後
は

杉
並
税
務
署
に
向
け
て
デ

モ
行
進
を
お
こ
な
い
「
消

費
税
5
％
減
税
」「
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
廃
止
」「
国

民
優
遇
税
制
へ
の
転
換

を
」
と
沿
道
に
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。

３
・
13
重
税
反
対
全
国
統
一
行
動

消
費
税
５
％
減
税
へ
イ
ン
ボ
イ
ス
廃
止
を

青年部・ひまわり・シニアの会・PAL 大会・総会開催 新役員体制が確立

　ひまわりは3月11日に総会を
開催しました。午前中はピー
ファスの学習会を開催。今年
度もバス旅行や子ども食堂な
ど、魅力ある企画をおこなって
いきます。

　PALは3月11日に総会を開催しました。
PALの目的は、大手企業の現場で働く仲間を
組織し、現場の労働環境等を改善していく
ことです。毎月おこなっている「現場賃金調
査」の結果は、区議会での発言につながって
います。今年度も公契約条例賃金が守られ
ることをめざし、旺盛に活動していきます。

　青年部は3月15日に青年部
大会を開催。仲間を増やす拡
大月間、メーデーデコレーショ
ン制作、夏の交流会などに取り
組みました。若者世代の結集
めざし活動していきます。

　杉並シニアの会は、3月17日に総
会を開催。毎月2回開催の「杉並シニ
アさろん（輪投げ・カラオケ・映画鑑
賞）」は初参加者も増え、益々盛り上
がっています。今年度より名前を「杉
並プラチナの会」に改名、色あせずこ
れからも輝き続けます。

会 　 長 大島 孝子（井荻）
副 会 長 石田 かな子（泉南）
事 務 局 長 依田 あかね（阿佐谷）
事務局次長 毛塚 幸子（中央）
会 計 監 査 上野 光子（井荻）　鎗田 真奈美（泉南）

会 　 長  今村 茂（阿佐谷）
副 会 長  安川 和希（西荻）　小橋 隆宏（泉南）
事 務 局 長  古橋 めぐみ（中央）

部 　 長 坪井 大樹（浜福）

副 部 長 梅田 遼河（井荻）　牛山 翔太（中央）髙島 晴流（中央）
書 記 長 山崎 匠真（浜福）
書 記 次 長 阿部 貴紀（高和）

会 　 長  南雲 晧一（井荻）
副 会 長  森田 不二夫（井荻）　野辺 秀男（中央）
事 務 局 長  山岡 弘美（泉南）
会 計 監 査 有本 幸子（浜福）

ひまわり

PAL

青年部

杉並プラチナの会

支
部
会
館
で
初
め
て
集
会
を
開
催

杉
並
税
務
署
ま
で
集
団
申
告
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第 386 回

は
裏
磐
梯
は
名
勝
地
に
な
り
ま
し
た
。

　

仕
事
の
や
り
が
い
は
、
想
像
し
た
建

物
が
実
現
化
し
た
時
と
、
お
客
さ
ん
の

笑
顔
で
し
ょ
う
か
。
若
い
頃
は
、
自
分

の
や
り
た
い
こ
と
の
実
現
優
先
で
し
た

が
、
年
齢
と
と
も
に
お
客
さ
ん
の
要
望

を
ど
れ
だ
け
形
に
で
き
る
か
に
気
持

ち
は
シ
フ
ト
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

組
合
へ
は
、
高
円

寺
に
事
務
所
を
構
え

た
頃
、
知
り
合
い
に

す
す
め
ら
れ
て
加
入

し
ま
し
た
。
分
会
の

行
事
に
は
、
高
円
寺

分
会
で
同
じ
建
築
士

の
小
原
廣
之
さ
ん
に

誘
わ
れ
て
参
加
、
住

宅
デ
ー
や
土
建
ま
つ

り
で
は
住
宅
相
談
を

担
当
し
て
き
ま
し
た
。

今
は
、
支
部
と
本
部

の
設
計
者
の
会
会
長

を
拝
名
し
て
い
ま
す
。

　

労
災
事
故
に
遭
っ

た
時
に
は
、
組
合
が
ス
ム
ー
ズ
に
手
続

き
を
お
こ
な
い
、
休
業
補
償
給
付
の
お

か
げ
で
、
安
心
し
て
生
活
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
組
合
に
加
入
し
て
い
て

本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

　

組
合
で
は
、
区
役
所
の
ロ
ビ
ー
で
無

料
住
宅
相
談
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。
住
宅
相
談
を
お
こ
な
っ
て
い
る
と
、

住
ま
い
に
関
し
て
困
っ
て
い
る
人
が
多

い
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま
す
。
今
後
も

建
築
士
と
し
て
、
少
し
で
も
相
談
者
の

力
に
な
れ
る
よ
う
心
掛
け
て
い
き
た
い

で
す
。

【
取
材　

双
木
淳
志
】

　

私
は
福
島
県
会
津
出
身
で
す
。

「
豊ゆ

た
か

」
は
、
祖
父
「
豊
太
郎
」
か
ら
1

字
い
た
だ
い
た
と
聞
き
ま
し
た
。
地
元

の
大
学
の
建
築
学
科
を
卒
業
後
、
文

京
区
後
楽
園
に
あ
る
設
計
事
務
所
に

就
職
、
上
京
し
ま
し
た
。
22
歳
の
頃
で

す
。
こ
こ
に
は
7
年
ほ
ど
お
世
話
に

な
り
、
そ
の
後
O
B
の
事
務
所
に
勤
め

ま
し
た
。
本
当
は
住
宅

設
計
を
や
り
た
か
っ
た

の
で
す
が
、
勤
め
て
い

た
会
社
は
官
公
庁
や
リ

ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
な
ど
の

設
計
が
多
く
、
住
宅
設

計
は
ア
ル
バ
イ
ト
時
代

の
経
験
を
元
に
ほ
ぼ
独

学
で
学
び
ま
し
た
。

50
歳
の
頃
、
一
級

建
築
士
事
務
所
「
現

夢
（
げ
ん
む
）
空
間
工

房
」
と
し
て
独
立
。
現

夢
は
明
治
か
ら
昭
和
に

か
け
て
実
在
し
た
、
磐

梯
高
原
（
裏
磐
梯
）
緑

化
の
父
と
呼
ば
れ
る
「
遠
藤
現
夢
」
氏

に
あ
や
か
り
ま
し
た
。

　

磐
梯
山
の
噴
火
（
１
８
８
８
年
）
に

よ
り
膨
大
な
岩
屑
な
だ
れ
が
発
生
、
禿

山
と
し
て
数
十
年
荒
地
だ
っ
た
裏
磐

梯
を
、
私
財
を
投
じ
て
植
林
に
よ
っ
て

蘇
ら
せ
た
の
が
遠
藤
現
夢
で
す
。
今
で

相 談 者 の 力 に

なれるよう心掛けたい

小
こぼ り

堀 豊
ゆたか

さん　高和・建築設計

①慶弔金支給申請書
　（支部事務所、または
　  どけん共済会HPより印刷）
②親子関係と年齢の確認できる書類
　（続柄記載の住民票などのコピー）
①②をそろえ群または支部に提出

　子どもの新入学に図書カード
（5,000円相当）を贈呈する「新入学
お祝い金」の新規申請受付がスタート
しました。忘れずに申請しましょう。

小学校入学…2019年（平成31年）4月2日
　　～2020年（令和２年）4月1日生まれ

中学校入学…2013年（平成25年）4月2日
　　～2014年（平成26年）4月1日生まれ

※ 不明点は支部・高取まで　℡3313-1445

新規受付
スタート

【
杉
並
プ
ラ
チ
ナ

の
会
・
発
】

　

２
月
10
日
に
西

部
ブ
ロ
ッ
ク
シ
ニ

ア
の
会
輪
投
げ
大

会
が
杉
並
支
部

会
館
に
て
開
催
さ

れ
、
杉
並
か
ら
は

２
チ
ー
ム
が
出
場

し
ま
し
た
。
参
加

チ
ー
ム
は
合
計
11

チ
ー
ム
。

　

熱
戦
の
結
果
、

昨
年
の
準
優
勝
に

続
き
、
杉
並
プ
ラ

チ
ナ
の
会
（
旧
称
・

杉
並
シ
ニ
ア
の
会
）

は
準
優
勝
と
い
う

結
果
で
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
シ
ニ
ア
さ
ろ

ん
で
の
練
習
が
結

実
し
ま
し
た
。

　４月１日より4土建（東京・埼玉・千葉・神奈川）が共同開発した「どけ
んカード」の運用がスタートしました。
①左の二次元コードを読み込み、②デジタルどけんカードをクリック、③
パスワード「TD2026」で提携店からサービスを受けることができます。

申
請
の
し
か
た

対
象
は
何
年

生
ま
れ
の
子
？

新制度

 義務教育が修了したことをお祝いする「中
学卒業祝金制度」がスタートしました。今
春卒業した卒業生も対象になります。
※申請方法は下記QRコード参照

中学卒業祝金
今春卒業生も
対象です

新入学祝い金

どけんファミリーカードが電子化「どけんカード」スタート

輪
投
げ
大
会

２
・
10
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
シ
ニ
ア
の
会

杉並プラチナの会杉並プラチナの会

準優勝準優勝
杉並プラチナの会

準優勝

5
メ
ー
ト
ル
先
の
的
を
ね
ら
う
森
田
不
二
夫
さ
ん
（
井
荻
）

西
部
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
精
鋭
が
集
結

2面防災士模擬試験解答：問題1＝②　問題２＝①　問題３＝①

小堀  豊さん


